
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202２年（令和４年） 

１月号 No.１ 

山鹿市教育委員会 

教育総務課 

山鹿市立鹿北中学校 

【校訓】己を重んじ 己を伸ばす 友を敬し 友に学ぶ 

☆
三
学
期
の
教
育
実
践
☆ 

体力づくり・生活設計力 
 
朝のランニング 

個人目標を設定するなど取組

を工夫しよう 

定期的に設定目標で何周走れ

るかチャレンジしよう。 

メディアコントロール 

「せいりゅう」の意識化・実

践化に取り組み、生活設計力を

高めよう。 

部活動 

キャプテン会・部活動集会を

計画的に開催しよう。 

部活動の体入部を行う小学６

年生が意欲をもって活動できる

ように工夫しよう。 

学
級
の
な
か
ま
づ
く
り 

一
・
二
年
生 

班
活
動
・
班
長
会
の
計
画

的
に
実
施
し
、
学
級
の
課
題

解
決
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
企
画
を
し
よ
う
。 

 
班
ノ
ー
ト
を
継
続
し
、
少

し
ず
つ
内
容
面
で
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
。 

自
立
し
た
学
習
者
に
！ 

生
徒
の
み
な
さ
ん 

① 

ま
ず
家
庭
学
習
習
慣
を 

確
立
し
よ
う
。 

② 

新
学
び
の
姿
を
実
践

し
、
「
わ
か
ら
な
い
」
を
わ

か
ら
な
い
ま
ま
に
し
な
い
。 

③ 

自
分
に
合
っ
た
学
習
方

法
を
見
つ
け
よ
う
。 

先
生
方 

① 

授
業
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
践
の
日
常
化 

② 

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

個
別
最
適
な
学
び
実
践 

③ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
、
学
級
内
習
熟
度
別
学
習

の
実
践 

④ 

「
わ
か
ら
な
い
」
が
言 

え
る
雰
囲
気
づ
く
り 

 

 

 

⑤ 

学
び
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
上
げ
る
工
夫 

   

読
書
活
動
の
工
夫 

○ 

感
想
や
気
づ
き
な
ど
自 

分
の
心
で
感
じ
た
こ
と
を

記
録
化 →

 

ふ
せ
ん
利
用 

ふ
せ
ん
を
も
と
に
、
自
分

が
感
じ
た
こ
と
を
深
掘
り
す

る
活
動
を
取
り
入
れ
よ
う 

感
想
や
意
見
の
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
化
に
取
り
組
み
、
表
現

す
る
力
や
語
い
力
を
身
に
つ

け
よ
う
。 

一
年
生 

も
う
一
度
「
出
会
い
直
し
」

を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

「
あ
の
人
は
こ
う
い
う

人
」
と
決
め
つ
け
ず
、
周
囲

の
友
だ
ち
の
い
い
と
こ
ろ
を

見
つ
め
ら
れ
る
活
動
を
創
造

し
よ
う 

Ⅲ
期
へ
移
行
す
る
意
識
を

高
め
て
い
こ
う
。 

二
年
生 

自
分
た
ち
が
学
校
を
創
っ

て
い
く
と
い
う
意
識
を
高
め

よ
う
。 

生
徒
会
活
動
へ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
行
動
化
・

実
践
化
で
き
る
か
を
み
ん
な

で
考
え
よ
う 

 

三
年
生 

一
・
二
年
生
が
憧
れ
る
学
級

づ
く
り
に
取
り
組
も
う
。 

「
自
分
を
語
る
」
取
り
組

み
（
進
路
公
開
）
を
充
実
さ

せ
さ
ら
に
絆
を
深
め
よ
う
。 

進
路
が
決
定
し
た
人
は
、

新
た
な
目
標
設
定
を
行
い
、

「
学
び
」
や
「
成
長
」
を
止

め
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。 

季 

節 

風 
【
ゆ
め
～
る
鹿
北
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202２年（令和４年） 

１月号 No.２ 

山鹿市教育委員会 

教育総務課 

山鹿市立鹿北中学校 

【校訓】己を重んじ 己を伸ばす 友を敬し 友に学ぶ 

一
月
六
日
（
木
）
・
七
日

（
金
）
の
二
日
間
、
鹿
北
小

中
学
校
合
同
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
行
い
ま
し
た
。 

初
め
に
、
小
中
学
生
で
班

を
作
り
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
キ

ン
グ
を
行
い
、
緊
張
を
解
き

ほ
ぐ
し
ま
し
た
。 

児
童
生
徒
代
表
の
言
葉

に
続
い
て
、
小
学
校
の
校
長

先
生
が
、「
リ
ー
ダ
ー
に
期

待
す
る
こ
と
」
と
の
演
題
で

講
話
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

鹿
北
小
中
学
校
合
同
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

生徒会委員会活動 

１月１４日（金）、生徒会委

員会活動を行いました。 

 今日の委員会活動は、事前

に、担当の先生との打ち合わせ

を行い、２年生の正副委員長が

司会進行を担当しました。 

 ３年生の姿を見てきたので、

どの委員会もレベルの高い話

し合いを行っていました。 

 １月の生徒会目標は「スター

ト」です。新生徒会が、どのよ

うなスタートをきるのか、いよ

いよ本格的に始動します。 

そ
の
後
、
一
年
間
の
方
向

性
を
決
め
る
大
切
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

話
し
合
い
を
通
し
て
、
鹿

北
小
中
学
校
の
目
指
す
児

童
像
・
生
徒
像
や
、
そ
の
姿

に
近
づ
く
た
め
の
合
言
葉

な
ど
の
案
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
二
日
目

は
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
て
、

各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が

年
間
計
画
作
成
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

一
方
、
会
議
室
で
は
、
三

役
の
生
徒
が
一
日
目
の
話
し

合
い
を
受
け
て
、
目
指
す
姿

や
合
言
葉
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
き

ま
し
た
。 

二
日
間
の
研
修
会
に
よ

り
、
令
和
四
年
の
鹿
北
中
生

徒
会
が
目
指
す
方
向
や
、
各

委
員
会
の
活
動
内
容
が
だ
い

た
い
見
え
て
き
ま
し
た
。 

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
二
日
目

は
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
て
、

各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
が

年
間
計
画
作
成
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

ま
し
た
。 

令和４年 生徒会目指す姿（案） 

 「みんなちがってみんないい」 

が認め合える鹿北中生 
 
 

合言葉 Challenge  自分らしさ再発見 

季 

節 

風 
【
ゆ
め
～
る
鹿
北
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202２年（令和４年） 

１月号 No.３ 

山鹿市教育委員会 

教育総務課 

山鹿市立鹿北中学校 

【校訓】己を重んじ 己を伸ばす 友を敬し 友に学ぶ 

県
公
立
学
校
善
行
児
童
生
徒 

鹿
北
中
生
徒
会 

Ａ
表
彰
受
賞 

 

＝３年生面接練習＝ 

 ３学期が始まり、３年生は私

立専願入試や公立高校前期選

抜に向けて、毎日、面接練習が

行われています。 

 学校ごとに面接の内容が異

なります。 

 個人面接なのか集団面接な

のか、また、志望する科に関す

る質問であったり、ある学校で

は、英語や数学の口頭試問など

もあります。 

 そこで、ＡＬＴの先生や各教

科の先生など様々な先生が練

習を手伝ってくれています。 

 「受験は団体戦」。みんなで

３年生をサポートします。 

Ｓ
Ｙ
Ｄ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奨
励
賞 

鹿
北
中
生
徒
会 

特
別
賞
受
賞 

 

Ｓ
Ｙ
Ｄ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奨
励
賞
と
は
、
学

校
（
ク
ラ
ス
、
生
徒
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
、

Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
や
、
地
域
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も

会
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
、
画
期
的
で
新
し
い
試
み
を
展
開

し
て
い
た
り
、
優
れ
た
活
動
に
よ
っ
て
、
著

し
い
効
果
を
あ
げ
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
を
顕

彰
す
る
も
の
で
す
。 

令
和
三
年
度
、
鹿
北
中
生
徒
会
は
、
地
域

を
元
気
に
、
笑
顔
に
す
る
活
動
を
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
特
別
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
二
月
に
東
京
で
表
彰
式
と
実
践

発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
し
か
し
、
現
状
で
は
表
彰
式
へ
の
出
席

は
難
し
い
状
況
で
す
。） 

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、「
鹿
北
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
や
「
あ

つ
ま
れ
芸
術
の
森
ｉ
ｎ
鹿
北
」
な
ど
、
地
域
を
元
気
に
す
る
、

鹿
北
中
生
徒
会
の
取
組
が
評
価
さ
れ
、
熊
本
県
か
ら
表
彰
さ

れ
、
先
日
賞
状
と
盾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
団
体
で
の
Ａ

表
彰
は
県
で
鹿
北
中
一
校
の
み
） 

 

様
々
な
活
動
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
中
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
る
か
の
よ
う
に
、
創
造
力
あ
ふ
れ
る
企
画
を
考
え
実

行
に
移
す
鹿
北
中
生
。
本
当
に
す
ご
い
で
す
。 

【
文
部
科
学
大
臣
賞
】  

唐
津
南
高
校 

虹
の
松
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

チ
ー
ム (

佐
賀
県) 

 

【
優
秀
賞
】 

《
小
・
中
学
生
の
部
》  

姫
城
中
学
校 

姫
ボ
ラ 

（
宮
崎
県
） 

 

《
高
校
生
の
部
》  

群
馬
県
立
大
泉
高
等
学
校 

植
物
バ
イ 

オ
研
究
部 

（
群
馬
県
） 

 

【
特
別
賞
】 

山
鹿
市
立
鹿
北
中
学
校
生
徒
会
（
熊
本
県
） 

 

熊
野
高
等
学
校 K

u
m

a
n

o
 

サ
ポ
ー
タ
ー 

ズ
リ
ー
ダ
ー
部
（
和
歌
山
県
） 

季 

節 

風 
【
ゆ
め
～
る
鹿
北
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202２年（令和４年） 

１月号 No.４ 

山鹿市教育委員会 

教育総務課 

山鹿市立鹿北中学校 

【校訓】己を重んじ 己を伸ばす 友を敬し 友に学ぶ 

 

二
年
生
は
、
素
因
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続
く
、

宮
古
島
市
立
結
の
橋
学
園
や
宮
古
島
漁
協
の
方
々
へ
の
お
見

舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
し
た
。 

結
の
橋
学
園
の
二
年
生
と
は
、
遠
隔
交
流
を
続
け
て
い
て
、

自
分
た
ち
で
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、
お
見
舞
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

本
来
な
ら
二
十
日
か
ら
二
年
生
は
宮
古
島
に
行
く
は
ず
だ

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

実
際
に
行
っ
て 

会
う
こ
と
は
で
き 

ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

こ
れ
か
ら
も
交
流 

を
続
け
て
い
く
大 

切
な
人
た
ち
に
、 

し
っ
か
り
と
思
い 

を
伝
え
る
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。 

▽
宮
古
島
に
思
い
を
届
け
ま
す
△ 

□ 仕事の流儀 □ 

～給食室編～ 

１月１４日（金）、今日の

給食は、みそカツです。 

来週から入試が始まる３

年生へ、給食室からの熱い

メッセージ。 

感謝の気持ちととともに、

おいしくいただきました。 

 学校給食は、年間を通し

て様々なメッセージを発信

しています。 

 私たちも、メッセージを

受け止める感性を常に持ち

続けていたいものです。 

給食の時間の前、検食をする

ことになっていて、小学校の給

食室に取りに行きますが、毎回、

細やかな配慮をしていただき本

当にすごいなあと思います。 

 まず、給食が冷めないように、

おかずにアルミホイールをかけ

てくださっています。 

 そして、アルミホイールをと

ると、今度は、運んでいる時に

こぼれないようにと、ラップが

してあります。 

 このプロ意識は、私の仕事に

対するモチベーションを上げて

くれます。 

 寒い日が続いていますが、給

食の時間、とても温かい気持ち

になります。 

 本当にありがとうございま

す。 

☆プロフェッショナル☆ 

給食記念週間（１月２４日～２８日） 

２４日（月）からの給食週間では、「外国の食文化を知ろう」

というテーマで、ギリシャ、中国、イタリア、イギリス、フ

ランスの食文化メニューが登場。 

また、２８日（金）は、給食が始まった頃の給食が登場。 

季 

節 

風 
【
ゆ
め
～
る
鹿
北
】 


